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技
術
士
に
な
って
良
か
った
こ
と

      

愛
知
県
技
術
士
会
副
代
表
幹
事

                     

犬
丸 

晋

一
、
は
じ
め
に

　

時
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
技
術
士
試
験

に
合
格
し
イ
ヌ
マ
ル
技
術
士
を
形
式
的
に
開
設

し
て
マ
ル3

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

柴
田
代
表
幹
事
は
し
め
、
多
く
の
先
輩
技
術
士

の
皆
様
に
お
世
話
に
た
っ
た
。
本
当
に
技
術
士

に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
技
術
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
、

こ
れ
か
ら
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
。

二
、
技
術
士
資
格
取
得
の
動
機

　

正
直
に
言
っ
て
、
企
業
に
勤
め
て
い
る
間
、

技
術
士
資
格
に
つ
い
て
は
、
全
く
知
ら
な
か
っ

た
。

　

約
四
十
年
の
会
社
勤
め
の
後
、
あ
る
人
を
通

し
て
、（
財
）
素
形
材
セ
ン
タ
ー(

鋳
物
、
鍛
造

等
の
業
界
団
体
）
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
短
期
調
査

に
参
加
し
な
い
か
と
の
誘
い
が
あ
っ
た
。
日
立

製
作
所
出
身
の
技
術
士
の
担
当
者
か
ら
、
技
術

士
資
格
の
取
得
を
勧
め
ら
れ
た
。 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

仕
事
は
そ
っ
ち
の
け
に
し
て
、
技
術
士
試
験
の

過
去
問
集
を
購
入
し
勉
強
に
取
り
組
ん
だ
。
丁

度
こ
の
こ
ろ
、
中
部
技
術
士
会
か
ら
各
部
門
の

模
範
解
答
集
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
十

四
年
度
の
技
術
士
試
験
は
一
次
試
験
免
除
の
最

後
の
年
で
も
あ
っ
た
。

  

運
良
く
試
験
に
合
格
で
き
た
の
は
、
上
記
模

範
解
答
集
の
非
鉄
生
産
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
答

案
構
成
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
で
あ
る
。

後
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
模
範

解
答
を
書
か
れ
た
の
が
、
柴
田
代
表
幹
事
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
縁
も
あ
り
、
平
成
十
六
年

　

度
か
ら
の
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。 

　

何
か
と
、
愛
知
県
技
術
士
会
の
皆
様
に
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
足
手
ま
と

い
に
な
る
こ
と
が
多
く
て
申
し
訳
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

三
、
技
術
士
資
格
を
取
得
し
て
良
か
っ
た
こ
と

①
名
刺
に
技
術
士
と
書
け
る
こ
と
が
あ
る
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
資
格
を
現
役
時
代
に
取
得
し

て
い
た
が
、
こ
れ
の
み
で
は
非
常
に
寂
し
い
限

り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
技
術
士
に
定
年
は
な
い

こ
と
も
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

②
愛
知
県
技
術
士
会
の
行
事
に
参
加
し
て
、
多

く
の
技
術
士
の
皆
様
と
、
特
に
専
門
の
異
な
る

方
、
ま
た
、
年
齢
の
異
な
る
方
と
も
、
公
平
に

お
付
き
合
い
で
き
る
こ
と
は
、
精
神
的
衛
生
ば

か
り
で
な
く
、
肉
体
的
健
康
に
も
非
常
に
良
い

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
酒
は
強
く
な
い
が
、
飲
む

と
顔
が
真
っ
赤
に
な
り
飲
ん
だ
ふ
り
が
で
き
る

の
で
、
技
術
士
の
皆
様
と
本
音
で
お
付
き
合
い

で
き
る
機
会
多
く
、
こ
れ
ま
た
、
精
神
的
な
健

康
維
持
に
よ
い
こ
と
を
確
信
し
た
。

③
愛
知
県
技
術
士
会
以
外
に
も
、
六
五
歳
以
上

の
中
部
シ
ニ
ア
会
に
常
時
出
席
さ
れ
る
方
は
、

ほ
と
ん
ど
が
愛
知
県
技
術
士
会
の
会
員
で
、
第

一
線
を
引
退
し
た
技
術
士
の
皆
さ
ん
で
、
と
に

か
く
肉
体
的
に
も
、
精
神
的
に
も
健
康
で
、
企

業
等
を
引
退
し
た
技
術
士
以
外
の
方
と
比
較
す

る
と
、
格
段
に
「
若
」
さ
を
保
っ
て
お
ら
れ
、

か
つ
、
趣
味
の
広
い
こ
と
に
驚
か
さ
ら
れ
る
。

こ
の
点
は
、
多
い
に
見
習
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

④
技
術
士
会
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
技
術
の

動
向
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

企
業
に
勤
め
て
い
る
と
き
に
は
、
技
術
者
倫
理

に
つ
い
て
、
言
葉
さ
え
も
が
理
解
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
倫
理
研
究
会
（
Ｅ
Ｔ
の
会
）
に
参
加

し
て
、
技
術
者
倫
理
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。

地
球
環
境
問
題
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
関
係
、
パ
ソ
コ
ン
の

勉
強
等
の
身
近
な
勉
強
な
ど
ま
だ
ま
だ
毎
日
が

勉
強
で
あ
る
。

四
、
こ
れ
か
ら
や
る
べ
き
こ
と

①
愛
知
県
技
術
士
会
員
の
皆
様
の
意
識
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
担
当
幹
事
を
お
お
せ
つ

か
っ
た
。 

そ
の
中
で
、
技
術
士
の
社
会
的
認
知

度
が
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
弁
理
士
に
比
較

し
て
著
し
く
低
い
。
ま
た
、
報
酬
に
つ
い
て
も

低
い
。
こ
れ
ら
を
向
上
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に

す
べ
き
か
、
妙
案
は
な
い
が
、
皆
様
と
知
恵
を

絞
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
中
部
シ
ニ
ア

会
と
し
て
、 

企
業
等
、
Ｏ
Ｂ
マ
ッ
チ
ン
グ
愛
知

協
議
会
、
名
古
屋
市
新
事
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

名
古
屋
工
業
振
興
会
、
愛
知
中
小
企
業
家
同
友

会
、
中
部
、
航
空
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）、
中
部
科
学
技
術
開
発
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
接
触
し
、
知
名
度
の
向
上
と
、
業
務
開

発
の
セ
ン
サ
ー
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
努
力

中
で
あ
る
。
粘
り
強
く
、
技
術
士
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
よ
う
会
員
の
皆
様
と
努
力
し
た
い
。
こ

の
原
稿
を
書
い
て
い
る
と
き
、
企
業
等
Ｏ
Ｂ
マ

ッ
チ
ン
グ
協
議
会
か
ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

登
録
し
て
か
ら
一
年
以
上
音
沙
汰
な
か
っ
た
が
、

事
務
局
で
努
力
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
感
激

し
た
。
本
件
ど
う
な
る
か
は
、
今
後
の
話
し
合

い
に
よ
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

動
き
出
さ
な
い
と
何
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
技
術
士
の
皆
様
の
セ
ン
サ
ー
の
役

を
果
た
せ
る
こ
と
を
希
望
し
て
努
力
し
て
み
た

い
。

②
Ｃ
Ｐ
Ｄ（Continuing Professional Deve

lopment 

）
の
た
め
に
は
、Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
し
っ
か
り

や
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
研
鑽
を
積
み
、
真
に

役
に
立
つ
技
術
士
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
過
去

に
、
蓄
積
し
た
専
門
事
項
は
、
大
企
業
で
は
、

後
輩
技
術
者
が
そ
だ
っ
て
お
り
、
役
に
立
た
な
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ほ
ど
の
作
業
員
の
中
ほ
ど
に
、
祖
父
の

姿
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
私
の
体
に
祖

父
の
「
土
木
屋
」
の
血
が
流
れ
て
い
る
、

と
熱
く
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

祖
父
か
ら
建
設
業
を
受
け
継
い
だ
叔
父

の
話
か
ら
、「
道
」
は
祖
父
が
請
負
っ
た

も
の
で
あ
り
、
重
機
の
な
い
時
代
に
、

ト
ロ
ッ
コ
で
資
・
機
材
を
運
搬
し
、
人

力
だ
け
で
土
羽
を
盛
り
立
て
た
こ
と
を

知
っ
た
。
人
力
だ
け
で
構
築
さ
れ
た
そ

の
「
道
」
が
、
六
〇
年
経
っ
た
今
で
も

ビ
ク
と
も
し
な
い
の
で
あ
る
。
写
真
は

今
も
私
の
心
に
焼
き
付
い
て
い
る
。

　

祖
父
の
名
は
柳
沢
乙
一
と
い
う
。
明

治
二
九
年
に
生
ま
れ
、
昭
和
三
八
年
に

没
し
て
い
る
。

　

戦
前
に
祖
父
が
造
っ
た
「
道
」
は
、

「
田
切
り
地
形
」
で
往
来
に
苦
労
し
て
い

た
集
落
の
人
々
の
暮
ら
し
を
楽
に
す
る

と
と
も
に
、
特
産
品
の
高
原
野
菜
を
出

荷
す
る
た
め
の
産
業
基
盤
と
な
っ
た
。

　

い
が
、
小
企
業
や
海
外
の
後
進
国
技
術

改
善
な
ら
役
に
立
つ
と
考
え
て
い
る
。

学
会
、
私
の
場
合
、
軽
金
属
学
会
、
日

本
鋳
造
学
会
に
出
席
し
、
で
き
る
だ
け
、

up-to-date

な
情
報
を
得
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
技
術
士
（
化
学
）
の
長
谷
川

正
先
生
主
催
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
研
究
会

に
も
出
席
さ
せ
て
頂
き
、
金
属
以
外
の

材
料
に
つ
い
て
も
理
解
を
深
め
よ
う
と

し
て
い
る
。
異
分
野
の
技
術
士
と
の
交

流
は
特
に
大
切
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

自
動
車
の
軽
量
化
に
対
す
る
提
言
も
、

ア
ル
ミ
化
の
み
に
よ
る
よ
り
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
と
複
合
化
し
て
提
言
で
き
れ
ば
、

よ
り
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
。

四
、
ま
と
め

　

以
上
、
つ
ま
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た

が
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
「
ご
縁
」
を

技
術
士
会
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
、

技
術
士
に
な
っ
た
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
。
今
後
と
も
、
愛
知
県
技
術
士
会

の
皆
様
の
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
あ
る

い
は
、
セ
ン
サ
ー
と
し
て
の
働
き
が
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

                          

以
上

水
汚
染
に
係
る
調
査
・
対
策
工
事
な
ど
、

環
境
修
復
分
野
の
事
業
開
発
に
取
り
組

み
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

排
水
浄
化
分
野
で
は
、
石
川
県
羽
咋

市
射
撃
場
や
京
都
府
射
撃
場
に
お
い
て
、

「
人
工
ゼ
オ
ラ
イ
ト
水
質
浄
化
シ
ス
テ

ム
（
ろ
過
式
）」
を
用
い
て
、
鉛
汚
染

排
水
の
浄
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平

成
十
六
年
度
は
、
環
境
省
「
環
境
技
術

実
証
モ
デ
ル
事
業
」
に
応
募
・
選
定
さ

れ
、
広
島
県
呉
市
の
中
国
工
業
㈱
構
内

で
、
排
水
処
理
装
置
「
彗
星
」
と
凝
集

剤
「
エ
レ
ク
サ
イ
ト
ア
ッ
シ
ュ
」
を
用

い
た
実
証
試
験
を
実
施
し
た
。
応
募
は

二
度
目
の
挑
戦
で
あ
っ
た
。

　

振
り
返
る
と
半
生
近
く
建
設
に
従
事

し
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

話
は
遡
る
が
、
私
は
長
野
県
佐
久
市

に
生
ま
れ
、
小
学2

年
ま
で
の
幼
少
期

は
、
小
県
郡
丸
子
町
で
育
っ
た
。
佐
久

市
は
、
北
を
浅
間
山
に
、
南
を
八
ヶ
岳

連
峰
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
千
曲
川
が
貫

流
す
る
高
原
都
市
で
あ
る
。
丸
子
町
は
、

西
の
端
が
美
ヶ
原
高
原
に
連
な
り
、
南

に
蓼
科
山
を
望
み
、
町
の
中
央
を
依
田

川
が
東
西
に
貫
流
し
て
千
曲
川
に
注
ぐ

自
然
豊
か
な
町
で
あ
る
。
亡
き
父
隆
は
、

シ
ベ
リ
ア
抑
留
か
ら
帰
還
し
た
後
、
こ

の
町
で
電
気
工
事
業
を
営
ん
で
い
た
。

　

幼
少
の
頃
、
私
は
母
に
手
を
引
か
れ
、

し
ば
し
ば
御
代
田
町
広
戸
に
あ
る
母
の

実
家
を
訪
れ
た
。
御
代
田
町
は
、
浅
間

山
の
南
麓
に
位
置
し
、
東
は
軽
井
沢
町
、

西
は
小
諸
市
に
接
す
る
高
原
の
町
で
あ

る
。
御
代
田
町
を
含
む
佐
久
盆
地
の
地

形
は
、
千
数
百
万
年
前
の
浅
間
山
の
大

噴
火
で
噴
出
し
た
火
山
灰
や
軽
石
が
、

一
帯
を
二
〇
～
三
〇
ｍ
の
厚
さ
で
覆
っ

た
後
に
河
川
が
侵
食
し
、
凹
地
の
谷
と

凸
地
の
台
地
が
連
続
す
る
「
田
切
り
地

一
枚
の
写
真

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

建
設
部
門　

森
澤
千
春

　

私
は
昭
和
四
七
年
に
東
海
電
気
工
事

（
現
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク
）
に
入
社
以
来
、

三
一
年
間
に
わ
た
り
電
力
管
路
・
洞
道
、

発
電
所
及
び
変
電
所
な
ど
、
電
力
流
通

施
設
の
建
設
に
従
事
し
て
き
た
。
平
成

十
五
年
か
ら
排
水
浄
化
や
土
壌
・
地
下

形
」
で
あ
る
。

　

丸
子
町
か
ら
母
の
実
家
ま
で
の
道
の

り
は
、
当
時
運
行
し
て
い
た
丸
子
電
鉄

で
大
屋
に
向
か
い
、
大
屋
で
信
越
線
に

乗
り
換
え
て
御
代
田
駅
で
下
車
。
駅
か

ら
広
戸
ま
で
の
１
里
の
「
道
」
は
徒
歩

で
、
時
に
は
荷
馬
車
で
通
っ
た
も
の
で

あ
る
。
駅
を
背
に
し
ば
ら
く
歩
く
と
、

白
樺
の
木
や
潅
木
が
生
い
茂
る
林
に
入

る
。
う
っ
そ
う
と
し
た
林
を
過
ぎ
て
、

岐
路
を
左
に
折
れ
る
と
切
り
立
っ
た
崖

沿
い
の
道
と
な
り
、
目
の
前
に
深
い
谷

が
開
け
る
。
道
は
、
緩
や
か
に
右
に
曲

が
り
な
が
ら
谷
を
越
え
、
対
岸
の
切
り

通
し
を
左
に
曲
が
る
と
急
に
見
通
し
が

良
く
な
り
、
目
の
前
に
浅
間
山
の
雄
姿

が
飛
び
込
ん
で
く
る
。
母
の
実
家
は
も

う
直
ぐ
で
あ
る
。

　

こ
の
道
を
通
る
度
に
、
母
が
「
こ
の

道
は
お
祖
父
さ
ん
が
造
っ
た
道
だ
」
と

語
っ
て
く
れ
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え
て

い
る
。
当
時
は
舗
装
さ
れ
て
お
ら
ず
、

私
の
中
で
は
、
祖
父
は
「
道
普
請
し
た
」

程
度
の
記
憶
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

「
道
」
に
対
す
る
意
識
が
変
わ
っ
た

の
は
、
土
木
科
の
学
生
時
代
で
あ
る
。

母
の
実
家
を
訪
ね
て
、
車
で
こ
の
「
道
」

を
走
っ
た
時
、
谷
を
横
断
す
る
「
道
」

の
構
造
が
気
に
な
り
車
を
止
め
た
。

　

「
道
」
は
、
直
高
約
二
〇
ｍ
の
盛
土
の

天
端
に
あ
り
、
幅
員
は
七
ｍ
以
上
あ
っ

た
。
盛
土
の
下
に
は
暗
渠
が
構
築
さ
れ

て
お
り
沢
が
流
れ
て
い
た
。
祖
父
が
造

っ
た
「
道
」
は
、
紛
れ
も
無
い
土
木
構

造
物
だ
っ
た
。

　

母
の
実
家
で
、
古
い
ア
ル
バ
ム
を
見

た
と
き
、
私
の
目
は
、
一
枚
の
写
真
に

釘
付
け
と
な
っ
た
。
写
真
は
、
昼
間
見

た
道
路
下
の
暗
渠
の
「
鉄
筋
組
立
て
完

了
時
」
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
。
四
〇
人
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●
二
〇
〇
六
年
第
一
回
例
会

　
　
　
　
　
　

「
あ
い
ち
交
流
会
」

日
時　

六
月
十
七
日(

土
）

　

愛
知
県
技
術
士
会
会
員
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
技
術
士
（
補
）
の

新
合
格
者
の
方
、
企
業
内
技
術
士
の
方
、

独
立
技
術
士
の
方
、
そ
れ
ぞ
れ
数
名
ず

つ
に
よ
る
発
表
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

会
場
は
名
古
屋
国
際
会
議
場
で
す
。

企
画
の
詳
細
は
愛
知
県
技
術
士
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

●
二
〇
〇
六
年
第
二
回
例
会

　
　
　
　
　
　

「
内
藤
洋
子
講
演
会
」

日
時　

八
月
十
九
日(

土
）

　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
内
藤
洋
子
様
を
講

師
に
む
か
え
て
の
「
講
演
会
」
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
内
藤
洋
子
様
は
、
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
な
ど
で
活
躍
し
た
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
平
野
謙
氏
の
お
姉
さ
ま
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
作
「
わ
が
故

郷
は
平
野
金
物
店
」（
エ
フ
エ
ー
出
版
）

は
、NHK

テ
レ
ビ
で
、「
よ
う
こ
そ
青
春

金
物
店
」
と
し
て
連
続
ド
ラ
マ
化
さ
れ

ま
し
た
。
ご
本
人
の
体
験
に
基
づ
く
本

音
に
徹
し
た
明
る
い
講
演
は
、
全
国
各

地
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
こ
と
い
う
こ
と
で

す
。
会
場
は
名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー
で

す
。
演
題
な
ど
の
詳
細
が
決
ま
り
ま
し

た
ら
、
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

●
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

　

愛
知
県
技
術
士
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
お
知
ら

せ
を
し
て
お
り
ま
す
。
愛
知
県
技
術
士
会

の
行
事
日
程
、
行
事
報
告
等
に
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
ほ
ぼ
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
で
情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
愛
知
県
技
術
士
会
か

ら
の
お
知
ら
せ
」
を
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。

　

今
年
は
全
国
的
に
冬
が
長
く
厳
し
く
、

よ
う
や
く
春
め
い
て
き
た
か
と
思
え
ば
、

す
で
に
桜
も
散
る
候
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
号
は
、
犬
丸
副
代
表
幹
事
の
気
合
の

は
い
っ
た
巻
頭
言
と
、
森
澤
さ
ん
の
貴
重

な
写
真
を
ご
提
供
頂
い
て
の
湖
海
の
士
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
半
世
紀

以
上
前
の
土
木
現
場
の
写
真
で
あ
り
、
産

業
史
上
か
ら
も
重
要
な
資
料
と
い
え
そ
う

で
す
。

　

幹
事
会
で
は
、
会
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
統
合
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
後
、

双
方
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
写
真
資
料
の
よ
う
な
産
業
技
術

史
に
関
す
る
資
料
や
、
新
し
い
工
法
、
技

術
に
関
す
る
情
報
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
の

許
に
多
数
、
蓄
積
さ
れ
て
い
る
も
の
と
存

じ
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
報
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、

ご
一
報
下
さ
い
。「
湖
海
の
士
」
以
外
に

も
、
会
報
か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
、
広
く
会
員
の
皆
様
に
情
報
提

供
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
次
号
、
七
一
号
は
、
六
月
中
旬

の
発
信
と
な
り
ま
す
。

問者

  

　

次
い
で
父
は
、
戦
後
の
復
興
期
に
、

和
田
村
や
長
門
町
な
ど
無
灯
火
の
集
落

に
灯
を
と
も
す
「
点
火
工
事
」
や
水
力

発
電
所
の
建
設
に
従
事
し
た
。

　

生
前
、
こ
の
話
を
誇
ら
し
げ
に
語
っ

た
父
が
想
い
出
さ
さ
れ
る
。
私
は
、
高

度
成
長
期
に
、
社
会
基
盤
と
な
る
電
力

流
通
施
設
の
建
設
に
従
事
し
て
き
た
。

そ
し
て
今
、
私
の
息
子
は
、
ゼ
ネ
コ
ン

に
勤
務
し
て
高
速
道
路
や
新
幹
線
の
建

設
に
携
わ
り
、
現
在
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
診
断
や
土
壌
汚
染
対
策
な
ど
、「
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
時
代
」
に
相
応
し
い
仕
事

に
従
事
し
て
い
る
。

　

戦
前
、
戦
後
そ
し
て
現
代
、
親
子
三

代
に
わ
た
り
社
会
資
本
整
備
の
一
翼
を

担
っ
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
と

同
時
に
、
次
の
時
代
を
担
う
四
代
目
の

息
子
に
一
枚
の
写
真
を
託
し
、
何
か
を

掴
み
取
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

（
次
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
横
山
芳
昌

　

先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
）


